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１

空港は昭和年代から、環境問題を抱えながら現在に至るまで発展してきた。近年、昭和年
代と比べ航空需要は大きく拡大をしており、空港、航空機は人々にとって身近なものと
なってきている。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）において、温室効果ガスの排出などにより、世界
的に平均気温、平均海面水位の上昇が予測されている。日本における年平均気温、大阪
湾の水温は、上昇傾向にあり、国内においても気候変動の影響が推測される。

関西エアポート㈱では、2050年度に温室効果ガス排出量実質ゼロに向けて、2018年か
ら５カ年を対象とした「Oneエコエアポート計画」を作成し、環境負荷低減に向けた活動を
推進している。空港での省エネルギーの推進、再生可能エネルギー、水素の利活用、SAF
（持続可能な航空燃料）の商用化に向けた提携などの活動など、環境対策に向けた事業を
実施している。
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関西３空港の環境への取組み





株式会社野村総合研究所

モビリティ・ロジスティクスグループ プリンシパル

宮前 直幸
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新型コロナウイルスの影響で、ロサンゼルス・ロングビーチ港での港湾混雑の影響が世界
的に波及し、サプライチェーンの寸断、ロジスティクスの混乱が発生した。

ウクライナ紛争、対ロシア制裁により、海上輸送、鉄道輸送の予約、貨物引受のサービスを
停止し、国際物流に更なる負担をかけることとなった。航空輸送においても、ロシア上空を
迂回する欧州路線において、貨物搭載量、運航頻度が減少し、航空貨物の供給が減少した
ため、航空運賃は高騰した。

国内においては、今後、少子高齢化、トラックドライバーの急減による物流供給減が懸念さ
れ、また国際輸送の混乱・輸送コストの高騰を受けて、国内外においてサプライチェーンの
再構築の必要性が高まっている。

将来的に国内サプライチェーンの再編により、関西空港の国際ネットワークの拡充、産業集
積とのシームレス化の推進、また、EC・生鮮等の速達貨物の需要増に伴い、航空貨物輸送
力の増強が期待される。
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最近の航空物流を取り巻く状況と展望





全日本空輸株式会社 大阪支店長 兼
ANAあきんど株式会社 大阪支店長

種村 守之
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ANAあきんど株式会社は、2021年4月1日に航空券セールス事業と地域創生事業を柱
に設立された。コロナ禍において、エアライン事業で培った経験・知見、人的ネットワーク
を生かし、収益を伴った地域創生事業に進出した。

日本遺産（灘五郷）を活用した観光誘客を図るため、地元５市、地元旅行会社と連携し、モ
デルコース造成、モニターツアーの実施、留学生、若者視点による造成コースの検証等、観
光ルートの企画・造成・磨き上げを実施した。

欧米における神戸ビーフの正しい認知、消費拡大に向けて、多言語情報発信サイトへ神戸
ビーフの歴史や文化を紹介する特集ページを制作した。神戸ビーフ輸出拡大に向けた海
外PR事業を拡大した。

従来の旅の目的で無い「旅する新たな理由・目的・価値」を創出することを目的としたツ
アーJourney+で、西脇市の播州織、南あわじ市に未来型農漁業をテーマに作られたモ
デルコース紹介、モニターツアー参加者の募集を行った。

神戸沖漁場で水揚げされる「神戸夜明けのしらす」を活用した、地域特産の認知度・ブラン
ド力の向上を図るため、コンテンツ開発、プロモーションを実施中。
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あきんどの地域創生
～ANAグループが取り組む地域振興について～




